
令和８年６月３日 

西会津町広報広聴常任員会 

武藤 道廣  委員長 

 

第１班 班長 青木 照夫 

 

議会報告会（第１班）報告書 

 

「町民と議会との懇談会」（第２０回議会報告会）開催結果について、下記のとお

り報告いたします。 

 

記 

 

１．開催場所及び日時等 

開催場所 開催日 開催時間 参加者 

奥川みらい交流館 ５月１８日(月) １８：３０〜 

２０：００ 

男性…１０名 

女性…０名 

計 …１０名 

□出席者状況：奥川地区自治区長連絡協議会 １０名 

□添付書類：出席者名簿 

 

２．出席議員…青木照夫 三留正義 荒海正人 渡部佳菜子 

 

３．実施内容…別紙のとおり 

 

以上 

 

 

 

 

 



〈 別 紙 １ 〉 

 

１．場所・担当者 

⑴ 開催場所：奥川みらい交流館 

⑵担当者： 

① 進  行…荒海正人 

② あいさつ…青木照夫 

③ 説  明…渡部佳菜子 

④ 記  録…三留正義 

 

２．議会報告・懇談テーマに対する質問・意見等 

⑴ 議会報告に関する参加者からの質問・意見 

■ 空き家について 

当集落に空き家があるが、町の空き家対策はどのようになっているのか。危険な空き家

の解体等はどのように対応しているのか。（小山区長） 

□ 回答 

相続等を含む権利関係や、町における改修・解体対応の考え方について説明した。町で

は空き家について全棟調査を実施しており、特定空き家については、より踏み込んだ対

応を行っていることを説明した。 

 

■ 移住定住について 

移住者への住宅改修等の補助金について、改修後すぐに転出した場合など、不正利用に

あたらないのか。（梨平区長） 

□ 回答 

各制度の概要と制度上の要件・規制内容について説明した。 

 

■移住定住促進住宅について 

移住定住促進住宅を奥川地区にも建設するよう計画できないか。（向原区長） 

□ 回答 

過去に一般質問等で取り上げた経緯もあり、その際には野沢地区の優位性が高いとの説

明があった。一方で、近年は奥川地区の活性化が広く注目されていることから、意見と



して受け止める旨を回答した。 

 

■農業用水路改修について 

五ヶ村堰の新町・中町間にある支線水路について、長年改修要望をしているが進んでい

ない。改修に向けた優先順位等はあるのか。（中町区長） 

□ 回答 

野沢原町地内における水路（土砂詰まり）事例を紹介し、土地改良区との協議経過につ

いて概要を説明した。また、土地改良区との継続的な対話をお願いした。 

■不法投棄への対応について 

・新村線などで不法投棄が多い。以前は不法投棄パトロールがあったが、現在はどの

ような取り組みを行っているのか。（向原区長） 

・不法投棄対策としての監視カメラ設置はどのように行っているのか。（新町区長） 

□ 回答 

・現在のパトロール実施状況については、この場で詳細を示せないため、後日確認す

ることとした。また、不法投棄に関する担当窓口は町民税務課であり、具体的な箇所

がある場合は情報提供いただきたい旨を伝えた。 

・監視カメラについては、町内数か所にダミーカメラを設置していることを説明し

た。 

⑵ 懇談会テーマ「奥川区長会連絡協議会から町への令和６年度要望事項について」 

■「陳情」の進め方について 

町へ陳情した内容は議会にも共有されているのか。また、議会にも共有するにはどのよ

うにすればよいか。（梨平区長） 

□ 回答 

町へ陳情した内容について議会に報告されることはない。町へ陳情する際に、あわせて

議会にも陳情していただきたい旨を伝えた。提出内容を踏まえ、必要に応じて常任委員

会で調査を行い、その内容を本会議で報告する場合もあることを説明した。 

 

■議会懇談会で要望した道路改修の進捗について 

昨年の議会懇談会で要望した、なぎの平付近のグレーチング段差や、長坂方面の水路蓋

設置の件は、議会内で共有されているのか。（向原・出戸区長） 



□ 回答 

議会懇談会で出された意見・要望については、議事録として議員間で共有していること

を説明した。また、当該改修要望についても改めて議会内で共有することとした。 

 

■令和８年度の陳情予定について 

今年度の要望・陳情予定は次の３点であり、議会への陳情も検討している。 

①国道 459号線改良 ②奥川みらい交流館体育館（避難所）へのエアコン設置 ③小屋

地区の携帯電話不感地帯解消 

□ 回答 

陳情については、町への提出にあわせ、議会にも提出いただきたい旨を説明した。また、

懇談会で伺った内容についても、議会内で共有することを伝えた。 

 

３．町への申し入れ案 

・奥川地区における移住定住促進住宅の整備 

 

４．実施にあたっての反省点 

・議会報告にあたり、参加者から「議会だより」などの参考資料があると内容をより理 

解しやすいとの意見があったことから、今後は説明資料の充実を図る必要がある。 

・今回の懇談会を契機として、議会に対する陳情の提出につながった。住民意見を政策

提言や要望活動へ結び付ける機会として一定の成果があった。 

・参加者の確保にあたっては、チラシを作成するとともに、個別に声掛けを行った。開

催に向けた周知や働き掛けの重要性を再認識した。 

・懇談会の運営については、参加者が自由に発言しやすい環境を確保するため、10人前

後が適切な参加人数ではないかと考えられる。 

・開催時期についても意見があった。予算・決算の時期に合わせるだけでなく、訪問先

団体の活動状況や地域課題、町政の動向などに応じたテーマ設定を行うことで、より活

発な意見交換につながるものと考えられる。 

・議事録作成については、音声文字起こし等のデジタルツールの活用を検討する必要が

ある。記録作成の効率化を図ることで、議事録担当者も意見交換に参加しやすくなり、

より充実した懇談会運営につながることが期待される。 



令和 8 年 6 月 1 日 

 

 

西会津町議会広報広聴常任委員会 

委 員 長 武藤 道廣 様 

 

 

議会報告会第 2 班長   猪俣 常三  

 

 

議 会 報 告 会（第2班）報 告 書 
 

「町民と議会との懇談会」（第20回議会報告会）開催結果について、下記のとおり報告いたしま

す。 

 

記 

 

１．開催場所及び日時等 

開催場所 開催日 開催時間 参加者 

西会津高校 図書室 5 月22日（金） 15：20～17：20 

男性… 5人 

女性… 2人 

計 … 7人 

   

 

 

 

   

 

 

 

□出席者状況  西会津高校生（1・２・３年生各2名づつ）   教頭 木村 慎先生 

                         

□添付書類…出席者名簿 

 

 

２．出席議員 

猪俣 常三 ・秦 貞継・上野 恵美子・長谷川 正 

 

３．実施内容 

別紙のとおり。 

 



＜ 別  紙 ＞ 

（１）担当係 

① 受 付   長谷川 正  

② 進 行   秦  貞継  

③ 開会あいさつ 猪俣 常三  

④ 説 明   上野 恵美子  

⑤ 記 録   長谷川 正  

 

（２）議会報告に係る参加者からの質問等 

① 特に行わなかった。 

 

（３）懇談会に係る参加者からの提言及び意見等 

《 テーマ 高校生が考える魅力ある町とは 》 

西会津町議会初となる西会津高校生との「町民と議会との懇談会」を実施した。人口減少や少子

高齢化が進む町における高校生の視点からの課題解決につながる活発な意見が交わされた。 

 
◯［上野議員］ 卒業後の進路についてどう考えているか聞かせてください。 

 ・卒業後は進学して保育士の資格を取り、町に戻って働きたい。 

 ・将来はテーマパークで働きたい夢を持っている。 

 ・進学を目指していて、将来はイラストの仕事をしたいと思っている。先日、芸術村を見学し   

展示してある作品を見てとても刺激を受けた。 

  ・進学し、カウンセラーになりたい。 

  ・県内の専門学校に進学し資格を取って、将来は IT関係の仕事がしたい。 

  ・この町を出て都会の生活を経験したい。 

   

◯［秦議員］ 部活動は行っていますか。学校を選ぶ時、部活のことは考えましたか。例えばこ

の部活がしたいから、西会津高校に進学したなどはありますか。 

  ・［全員］ 部活には入っている。学校を選ぶ要素として部活のことを考えたことはない。 

  ・いろんな部活があれば良いと思うが人数が少ないので仕方ない。現在、ボート部と卓球部の

みだが、バスケをやりたかった。 

 

◯［上野議員］ 西会津にこんな施設があったら良いという要望などありますか。 

  ・公園が身近にもっとあればいい。 

  ・JRの電車の本数が少なく不便を感じている。 

  ・JR の電車のダイヤの変更などできないか。野沢駅から上り 15 時 18 分、その後は 18 時 04

分になる。部活終わってからの待ち時間が長い。 

  ・坂下までのバスのダイヤの変更はできないか。帰りのバスは15時30分発。部活が終わるの

が16時10分ごろで、次のバスは17時40分発となり、待ち時間が長い。 

 



◯［秦議員］ 町でこんなことをやってみたいという希望はありますか。 

  ・以前、地域の方々に教えてもらいゲートボールしたことが楽しかった。地域の方々ともっと

触れ合いたいし、地域の大会などにも参加したい。 

  ・学校では、サツマイモの収穫体験など農業体験を行っているが、作付けから収穫・販売まで

一連を体験したい。 

・［教頭先生］ 田植え、稲刈り、サツマイモの収穫体験は、農協青年部さんと行っている。 

・赤べこの絵付け体験をしてみたい。自分なりの自由な発想で作り、商品化できたらいいと思

う。 

・先日、芸術村でイノシシの皮でキーホルダー作りを体験した。とてもいい経験になったが、

新たな皮製品を開発・商品化してみたい。また、皮製品を作る講座などを 開催すれば町に来

てくれる人を増やせるのではないか。 

  ・地域の空き家を利用し、農作業後の休憩所とか地域の人達の集える場所にならないか。 

  ・さゆり公園にバスケットゴールがなくなったのはとても残念だ。 

・クマ対策、クマ肉の利活用、ジビエ料理として提供できないか。 

・カメムシの臭いはパクチーに似ているので、エキスを抽出しレモンや炭酸で割ればコーラに 

なる。商品化してみたい。※今は、理論段階なので進んではいない。You tubeで見た。 

・料理の時に出る野菜の皮や、捨ててしまう野菜のクズを加工し何か製品に作れないか。果物

の皮を利用し染料や入浴剤・芳香剤など作れないか。ゴミの削減にもつながるのでは。 

・［教頭先生］ 探究の時間や授業の一環で町内での体験活動をする際、生徒の移動手段の確

保が困難である。移動用のバスなど、より良い移動手段があればもっと充実した学習になる

と思う。(探究の時間は、月 2回木曜日の午後に行っている。) 

・大山祇神社、鳥追い観音などの歴史を知りたい。歴史を学んでガイドもしてみたい。 

・JA青年部さんや地域の農家さんから出る廃棄野菜を使った料理を提供できないか。 

・もっと外で遊べる施設を作ってもらいたい。家の中でゲームばかりではダメなので、さゆり

公園の遊ぶ空間を充実させてほしい。 

・eスポーツ体験や、eスポーツを通じた地域の人との交流が出来たらいいと思う。 

・空き家を利用した遊べる空き家、そこでカラオケなど出来たら最高。 

 

◯［秦議員］他に、西会津町にこれが欲しいと思うものはありますか。 

  ・コンビニ「ファミリーマート」あればいい。 

   ・スキー場があったらいい。 

 

◯［上野議員］ 町内の商店には行きますか。 

 ・あまり行かない。 

  ・コンビニでアルバイトをしているが、夕方お客さんから「これから町内で、食事できる店は

ありますか」と聞かれたが「どこの店も早く閉まってしまいます。」と伝えた。食堂・レスト

ランなどが少ないのと、午後6時頃にはほとんどの飲食店が閉まってしまう。もう少し遅く

まで営業している飲食店やカフェがほしい。 

  

 

 



◯［上野議員］ どんな遊びをしているのですか。 

  ・さゆりオートパークの中のバーベキューハウスは料金がかかるので、家のまわりで鍋料理を

作って食べたり、バーベキューをして過ごしている。出来るだけお金をかけないで遊んでい

る。野沢まちなかにバーベキューなどができる場所があればいい。 

 

◯［秦議員］ 最後に「これは言っておきたい事」は何かありますか。 

  ・山菜を売りにするのはどうですか。山に取りに行くのは危険なので、民家近くにある有休農

地で栽培できないか。そうすれば農地の有効利用につながる。それを料理するなどして活用

すれば誘客にもつながると思う。 

  ・空き家を利用しカフェや食堂を開き、料理などを提供してみたい。独自のラーメンを開発・

販売したい。 

  ・町のPR動画、SNSやユーチューブで発信するのもいいが、今は、ショート動画が見やすく

効果があるのではないか。自動的に流れてくるので目に留まりやすい。 

 

 ◯［猪俣議員］ SNS を使った犯罪が増えている。事件に巻き込まれないための認識などは、

どう考えているのか 

・［教頭先生］ SNS などの危険性は授業で取り上げている。みんな理解してくれていると思

う。 

 

◯［上野議員］ 今までいろんな意見が出ました。魅力ある町にするために、みなさんの「この

町でやりたいこと」を一歩前に進めるために何か必要だと思いますか。 

・［教頭先生］ 今、探究の時間において自分たちのやりたいことを考え、時には知識や経験  

のある地域の人たちとともに取り組んだりしている。学校が橋渡し役となり進めている。 

 
〈まとめ〉 

西会津高校生との懇談会を通して、通学や授業時の移動の際の交通手段に不便さを感じている

実態が明らかになった。またまちづくりにおいて、高校生から「町に足りないものは自分たちで

創る」という自発的な発想が出たことに、町の未来への強い希望が感じられた。 高校生から出さ

れた意見を形にする機会を大人が創出することで、高校生の成長や町への愛着の醸成、さらには

人口減少・少子高齢化の町の課題解決につながると考える。懇談だけに終わらせず、町・教育委

員会・議会・高校教員と西会津高校生が引き続き協議を進めることが重要と思われる。 

 

（４）町に対する要望事項 

・坂下までのバス便のダイヤ変更を検討してほしい。 

・授業での、生徒の移動手段の確保が課題である。移動手段の確保をお願いしたい。 

・町の施設を利用する際に、学割を使えるようにしてほしい。 

・西会津高校生の町づくりに対する意向を具現化する支援をお願いしたい。 
 



令和 ８年 ５月２７日 

 

 

西会津町議会広報広聴常任委員会 

委 員 長  武 藤 道 廣 様 

 

 

議会報告会第３班 班長 小 林 雅 弘 

 

 

議 会 報 告 会（第３班）報 告 書 
 

「町民と議会との懇談会」（第２０回議会報告会）開催結果について、下記のとおり報告いたしま

す。 

 

記 

 

１．開催場所及び日時等 

開催場所 開催日 開催時間 参加者 

道の駅よりっせ ５月２０ 日（水） １３：３０～１５：００ 

男性… 2人 

女性… 3人 

計 … 5人 

□自治区長出席者状況  道の駅よりっせ会場  ミネラル野菜普及会 物江義栄会長 

□添付書類…出席者名簿 

 

 

２．出席議員 

小林雅弘  武藤道廣   仲川久人 

 

３．実施内容 

別紙のとおり。 



＜ 別  紙 ＞ 

１． 道の駅よりっせ（会場名） 

（１）担当係 

① 受 付    仲川久人 

② 進 行    小林雅弘 

③ 開会あいさつ 小林雅弘 

④ 説 明    武藤道廣 

⑤ 記 録    仲川久人 

 

（２）議会報告に係る参加者からの質問等 

① 水利施設補助について（質問内容を記載） 

    側溝の修繕なども対象になるのか（物江） 

 

□回答…（回答等の内容を記載） 

  水利組合の施設に対する補助です。側溝などの改修については土地改良区の 

  事業を利用していくことになります 

＜回答者 武藤議員  ＞ 

 

 

（３）懇談会に係る参加者からの提言及び意見等 

① 奥川地区（奥川ミネラル会）では会員の高齢化により運搬する事が厳しい 

シルバーや若い会員に運んでもらっているが会員減により運搬するサイクルが 

短く負担が大きい。せっかく良い野菜を作っても物流がネックになっている。 

スクールバスなど利用できれば良いのだが。 

 

□回答…（回答等の内容を記載） 

 スクールバスや町民バスなどを利用する事も案としては考えられる。 

 運送などの制約もあるかもしれないが検討してみる必要がある。 

＜回答者 武藤議員  ＞ 

□対応…（班として、対応または意見等があれば記載） 

    議会の提言としてだしてみる。 

 

②その他意見交換の内容 

 

  ○ミネラル野菜の販売はどの様な状況ですか（小林） 

     一時期低迷したが回復してきている。 

主な出荷先は、ＪＡあいづよつば農業協同組合、給食、道の駅など 

    販売を目的とした方や趣味（生きがい）の方がいますが販売を目的にしている方は 

    もっと道の駅よりっせで販売数量を増やしてほしいと思う。 

 

 



○ミネラル野菜普及会の問題点として会員の高齢化が一番の課題である。（物江） 

   若い方の参加を促しているがなかなか増えない。 

   

  ○道の駅よりっせで作付け計画の調整をしているが同じ野菜が多く並ぶ事が多い。 

      

  ○小林指導員の離任を惜しむ声が多い。 

    後任の方に期待している。小林指導員の様に密着した対応をしていただきたい。 

 

  ○よりっせで花卉が有ればもっと野菜が売れると思います。 

    町に花卉の指導員がいると良いのだが 

   

○ミネラル野菜の家だから野菜を充実した体制をとってはどうか 

もっと野菜を売りたいけど販売する体制の充実が必要 

 

  ○糖度計の活用はうまくいっていますか（小林） 

    スイカやメロンなどに活用している。野菜も数値化して差別化が必要と思う。 

 

  ○農業公社で研修している方が農業に参入することを期待している。地域おこし協力隊を 

農業関係に配置できないのか。 

農業希望の方は少ないが町に提言してみます。 

 

 

（４）開催会場における改善及び反省事項 

農繁期で参加できる方が少ない。時期や時間帯の検討が必要と感じる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

     

 

 

 

 

 

 


